
お
く
り
も
の

市
中
体
連
軟
式
野
球
部
へ

●
バ
ッ
ト
50
本
、
ボ
ー
ル
５
ダ

ー
ス

横
見
町　

荒
木
大
輔
様
か
ら

　

ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

～ 
藤
井
聡
太
く
ん
、
天
才
た
ち 

～

　

今
、
藤ふ

じ

井い

聡そ
う

太た

と
い
う
名
前
が
日
本
国
中
を
席
巻

し
て
い
ま
す
。
５
歳
の
と
き
に
祖
母
か
ら
将
棋
を
教

わ
り
、
21
世
紀
生
ま
れ
で
初
と
な
る
プ
ロ
棋
士
と
な

り
、
デ
ビ
ュ
ー
後
の
連
勝
記
録
を
27
に
伸
ば
し
、
歴

代
最
多
連
勝
記
録
28
に
王
手
を
か
け
て
い
ま
す
。（
６

月
19
日
現
在
）
平
成
14
（
２
０
０
２
）
年
７
月
19
日

生
ま
れ
の
14
歳
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
「
わ
ず
か
な

狂
気
も
交
じ
ら
な
い
天
才
は
い
な
い
」
と
言
っ
て
い

ま
す
。
藤
井
く
ん
に
は
、
そ
の
若
さ
に
関
係
な
く
将

棋
盤
に
向
か
う
と
、
駒
と
い
う
天
才
的
狂
気
が
華
麗

に
舞
う
、
全
宇
宙
に
見
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

レ
ー
マ
ン
と
い
う
心
理
学
者
が
「
独
創
と
年
齢
」

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
天

才
的
な
独
創
は
30
代
を
中
心
と
し
ま
す
が
、
ま
ず
詩

と
器
楽
作
曲
の
天
分
が
最
も
早
期
に
現
れ
る
そ
う
で

す
。
驚
く
こ
と
に
ダ
ン
テ
は
９
歳
で
詩
を
書
き
、
ベ
ー

ト
ー
ベ
ン
は
13
歳
で
３
つ
の
ソ
ナ
タ
を
作
曲
し
た
そ

う
で
す
。
ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク
も
13
歳
か
ら
日
記
を

２
年
も
の
間
書
き
続
け
、
『
ア
ン
ネ
の
日
記
』
は
第

二
次
世
界
大
戦
時
の
最
も
有
名
で
最
も
感
動
的
な
個

人
的
手
記
と
な
り
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
印
象
派
の
画

家
、
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
は
15
歳
の
と
き
に
は
、
画
家

と
し
て
商
業
的
な
成
功
を
収
め
て
い
ま
し
た
。
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
も
こ
の
年
齢
で
「
交
響
曲
第
14
番
」
を
作

曲
し
て
い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
人
の
小
説
家
、
フ
ラ
ン

ソ
ワ
ー
ズ
・
サ
ガ
ン
は
18
歳
に
し
て
『
悲
し
み
よ
こ

ん
に
ち
は
』
を
書
き
、
た
ち
ま
ち
評
判
と
な
り
ま
し

た
。
日
本
人
で
は
、
室
町
時
代
の
能
楽
者
、
世
阿
弥

は
12
歳
に
し
て
、
第
３
代
将
軍
足
利
義
満
に
認
め
ら

れ
、
能
楽
を
大
成
さ
せ
る
き
っ
か
け
を
つ
か
み
ま
し

た
。
上
杉
謙
信
は
14
歳
で
初
陣
を
飾
り
、
天
賦
の
軍

才
を
持
つ
軍
神
へ
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
島
由
紀
夫
は
、
祖
母
が
好
ん
で
い
た
歌

舞
伎
や
能
、
小
説
な
ど
に
親
し
み
、
学
習
院
中
等
科

に
進
学
し
て
文
芸
部
に
入
り
、
14
歳
に
し
て
処
女
作

「
酸す

か

模ん
ぽ

秋あ
き

彦ひ
こ

の
幼
き
思
ひ
出
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

先
述
の
レ
ー
マ
ン
に
よ
る
と
、
30
代
前
半
の
天
才

は
物
理
学
、
数
学
、
交
響
曲
、
植
物
な
ど
、
30
代
後

半
は
天
文
学
、
生
理
学
、
哲
学
、
オ
ペ
ラ
作
曲
、
40

代
以
後
に
独
創
性
を
発
揮
す
る
の
は
小
説
、
現
代
建

築
、
現
代
絵
画
だ
と
分
析
し
て
い
ま
す
。
人
間
は
、

幼
い
頃
か
ら
非
凡
な
才
能
を
発
揮
す
る
人
も
い
れ
ば
、

晩
年
に
な
っ
て
大
活
躍
す
る
人
も
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
物
事
が
思
い
ど
お
り
に
い
か
な
い
の
が

人
間
の
常
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
人
生
は
帰
り
の

な
い
片
道
切
符
。
こ
れ
だ
け
は
万
人
に
共
通
し
た
普

遍
の
真
理
で
す
。
私
た
ち
は
、
今
日
が
一
番
若
い
。

明
日
は
一
日
年
を
と
り
ま
す
。
せ
め
て
、
「
人
生
一

寸
先
は
明
る
い
」
と
思
っ
て
生
き
た
い
も
の
で
す
。

公
共
下
水
道
受
益
者
負
担
金

の
納
付

　

平
成
29
年
度
の
納
付
書
は
８
月

上
旬
に
受
益
者
に
発
送
し
ま
す
。

　

納
付
対
象
は
、
分
割
払
い
で
納

付
さ
れ
て
い
る
方
や
平
成
28
年
７

月
以
降
供
用
開
始
に
な
っ
た
土
地

で
、
納
付
猶
予
を
受
け
ら
れ
て
い

た
方
な
ど
で
す
。

納
期　

８
月
、
11
月
、
２
月

口
座
振
替
の
手
続
き　

口
座
振
替

（
分
割
払
い
の
み
）
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
次
の
金
融
機
関
に
「
口

座
振
替
依
頼
書
」
を
備
え
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
７
月
14
日
㈮
ま
で

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

阿
波
銀
行
、
徳
島
銀
行
、
四
国
銀

行
、
高
知
銀
行
、
阿
南
信
用
金
庫
、

四
国
労
働
金
庫
、
阿
南
農
業
協
同

組
合
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
阿
南
市

内
各
店
舗

問
い
合
わ
せ
は　

下
水
道
課
（
☎

22
－

１
７
９
６
）
へ

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
皆
様
へ

限
度
額
認
定
証
の
更
新
時
期
で
す

　

現
在
、
認
定
証
を
お
持
ち
の
方

は
、
有
効
期
限
が
７
月
31
日
㈪
で

す
。
８
月
以
降
も
認
定
証
が
必
要

な
方
は
、
交
付
申
請
手
続
を
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
自
己
負
担
限
度
額
等
の
支
払
い

　

70
歳
未
満
の
方
は
、
医
療
機
関

の
窓
口
で
「
限
度
額
認
定
証
」
を

提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療
費

（
１
カ
月
ご
と
）
の
支
払
金
額
が
、

自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
住
民
税
が
非
課
税
世

帯
の
場
合
は
、
入
院
時
の
食
事
代

も
あ
わ
せ
て
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

70
歳
以
上
の
方
は
、
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
場
合
に
、
「
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

を
提
示
す
る
こ
と
で
、
自
己
負
担

限
度
額
や
入
院
時
の
食
事
代
が
減

額
さ
れ
ま
す
。

受
付
開
始
日　

７
月
３
日
㈪ 

申
請
に
必
要
な
も
の　

国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
、
印
鑑
、
個
人

番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
個
人
番
号
通

知
カ
ー
ド
、
来
庁
さ
れ
る
方
の
本

人
確
認
書
類

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、

入
院
時
の
領
収
書
ま
た
は
証
明
書

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

－

１
１
１
８
）
へ
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